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一構大学 策松講堂

警� 所荘地東京都 国 立 市 中2-1

竣工:1927 
高勤� 改 修:2004 
g 

摺 溶:講堂(改修前援とも)
雲� 所有 者 :I建立大学法人一橋大学

改移設計者:側三菱地所設計

多維工者:鰍作中工務庖11改g 
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1927兼松講堂は、 年伊東忠太博士の設計によるロマネスク議式の建築で、大学の象識的な存警

2001 77曇 在として大学関係者に愛され続けてきた議物である。 年、謹築後 年を経て建物の内外

義 部に経学劣化による被損が目立ち始めたため、大規模移籍 補修のための鍵全境調査が行おれたoe

g 初出年、調査結果により今回のリニューアル工事がおこなわれている。

塁 外装はキャンパスでシンボルともなっているこの建物の外観を壊さないような修擦を基本に

ることカミら、報存と機能強化のパランスをとった結果であり、関孫者による適切な判断の結果

雲 復元に努力されている O 

; また、 内陣酬音部制巨別は肘叩立付昨オ炉判リ)ジナ1 などの機諸改善に取り毅ん� 

4 でで、いるο

謡 音楽ホ…jレでの空調新設で辻、一般的に騒?をに対して改装備になりがちであるが、漬奏中は

寒 空調をとめるという割り切りを行い、オリジナルの内部空間デザインを損ねず、コストを掛け

蓄 すぎないように配電している。これは、ホール床が土需のため床下を出詩した本格的な空調が� 

隈離であったことと天井や外周壁を使った空調のためには既存内装を大幅に改修する必要があ� 

撃 といえる。

選 外装に。いては、この建物の特徴ともいうべきロンパルテイア帝やアーチ型の連続窓、正面� 

g 車輪窓を鏑るマーキユ� 1)…などオリジナルな仕上げを活かすことに重点をおいて� 1)ニュ…アル� 

@ している� 屋根の既存洋瓦を活かした前面葺き替えとスクラッチタイル、テラコッタなどの詞iO

翠 落防止対策、伊東博士の設計した建物の特長とも言うべき様々な[もののけの袋錆uの修復を

受 忠実に仔い、創建時の外援が詑意深く復元されている。

受 改鋒謡、この講堂法議席の狭きや空謁・背響・黒関設織の陳腐化に対し利用者からの不識も

議 多く、利用も隈られたものであったが、改修後は議i員会・減奏会などで毎日利用されるように

議 なり、名実共に大学関係者仁親しまれ、愛される建物に変説をとげている。

震 今i習の工事が、同窓会組織「如水会Jを中心とする寄付で行われたことが、この建物が大学� s の象数的な存在で大学関採者に愛され続けてきたことを示している。創始は灘用管理を大学

撃 の施設課が中心とまって行い、築後� 100年の手IJ毘を考獲した長期務籍計樹を立て笑撞しているの

受 創建時の姿に戻り、音響や空調設繍、便所などの諸機能が改善されて利便性が向上したことで、

言 この建物が新しい歴史持永く刻み続けることを期待したい。� 
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